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広報りっとう

今月の主な内容
・叙勲・褒章受章おめでとうございます
・令和4年度 市立保育園・幼稚園の会計年度任用職員募集
・りっとうつながりサポート事業
・うますぎる栗東大使　近藤寛子さん

特集 令和２年度決算報告

市制施行 20 周年を市制施行 20 周年を
特別給食でお祝いしました！特別給食でお祝いしました！

市制施行 20 周年を記念した特別給食が市内小中学校で提供
されました。滋賀近江牛や地元産食材をたっぷり使用したみそ
汁、栗東産米、お祝いクレープなど、市制施行 20 周年を祝う特
別給食に、子どもたちの元気な笑顔があふれていました。（P６へ）

（写真：栗東中学校）

市制20周年

RITTO CITY
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市税
134 億 4,302 万円
39.2%

市税
134 億 4,302 万円
39.2%

繰越金
7 億 2,797 万円
2.1%
使用料・手数料
7 億 2,656 万円
2.1%

財産収入・寄附金等
5 億 8,632 万円　1.7%

繰入金　
3 億 6,464 万円　1.1%

分担金・負担金
2 億 9,164 万円　0.9%

国・県支出金
136 億 7,824 万円
39.9%

国・県支出金
136 億 7,824 万円
39.9% 52.9% 47.1%

地方譲与税など
20 億 9 万円　5.8%

市債　17 億 741 万円　5.0%
地方交付税　3 億 9,908 万円　1.2%

諸収入　3 億 3,250 万円　1.0%

依
存
財
源

自
主
財
源

民生費
165 億 8,010 万円
49.1%

民生費
165 億 8,010 万円
49.1%

教育費
38 億 7,521 万円
11.5%

教育費
38 億 7,521 万円
11.5%

公債費
36 億 9,516 万円
10.9%

公債費
36 億 9,516 万円
10.9%

総務費
32 億 9,615 万円
9.8%

総務費
32 億 9,615 万円
9.8%

衛生費
21 億 2,325 万円21 億 2,325 万円
6.3%

土木費
20 億 918 万円
6.0%

消防費
10 億 5,118 万円
3.1%

商工費
5 億 6,733 万円
1.7%

農林水産業費
3 億 4,942 万円
1.0%

議会費
1 億 7,543 万円
0.5%
労働費
5,025 万円
0.1%

公債費
33 億 700 万円
9.8%

公債費
33 億 700 万円
9.8%

義務的経費
136 億
   5,531 万円
40.4%

その他の経費
172 億
　  4,671 万円
51.1%

投資的経費
28 億 7,064 万円
8.5%

人件費
44 億 2,106 万円
13.1%

人件費
44 億 2,106 万円
13.1%

扶助費
59 億 2,725 万円
17.5%

扶助費
59 億 2,725 万円
17.5%

物件費
47 億 1,998 万円
14.0%

物件費
47 億 1,998 万円
14.0%

補助費
94 億 8,109 万円
28.1%

補助費
94 億 8,109 万円
28.1%

普通建設事業費
28 億 7,064 万円
8.5%

普通建設事業費
28 億 7,064 万円
8.5%

その他
20 億 2,563 万円
6.0%

維持補修費
1 億 2,294 万円
0.4%

積立金
8 億 9,707 万円
2.6%
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歳 入　342 億 5,747 万円

歳 出　337 億 7,266 万円
(歳出）前年度比　85 億 5,630 万円 (33.9% 増 )

（歳入）前年度比　83 億 1,314 万円 (32.0% 増 )

令和２年度決算報告
　令和２年度の一般会計決算額は、歳
入総額 342 億 5,747 万円、歳出総額
337 億 7,266 万円となり、歳入歳出
の差し引き額から令和 3 年度へ繰り越
した事業の財源 3,503 万円を除いた
実質収支額は、４億 4,978 万円とな
りました。

歳入は市税や使用料および手数料な
どの自主財源と国・県の補助金や市債
などの依存財源に分けられます。

内訳は、自主財源が 161 億 4,015
万円で構成比 47.1%、主に市税や使
用料および手数料の減により、前年度
比 3 億 4,721 万円、2.1% の減とな
りました。

依存財源は 181 億 1,732 万円で
構成比 52.9%、主に国庫支出金の増
により、前年度比 86 億 6,035 万円、
91.6% の増となりました。

経費の内訳を目的別に見ると、構成比は、民生費
(49.1%)、教育費 (11.5%)、公債費 (10.9%)、総務
費 (9.8%) などとなっています。

性質別に見ると、人件費、扶助費、公債費の義務
的経費が 136 億 5,531 万円で構成比 40.4% となっ
ています。人件費や扶助費の増などにより全体では 9
億 6,335 万円の増となりました。

投資的経費は 28 億 7,064 万円で構成比 8.5%、前

年度比 3 億 938 万円、12.1% の増です。投資的経費
とは、主に公共施設を整備するための費用ですが、令
和２年度は、葉山中学校大規模改造事業や GIGA ス
クール関連事業などを実施しました。
その他の経費は 172 億 4,671 万円で構成比 51.1%、
補助費の増などにより、前年度比 72 億 8,357 万円、
73.1% の増となりました。

性質別歳出

※民生費には、引き上げ分の地方消費税交付金

（社会保障財源化）が充当されています。

問財政課 財政係　☎ 551-0100 ＦＡＸ 554-1123
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（令和２年度末現在）

（令和２年度末現在）

　基金には、年度間の財源の不均衡を調整するため
の基金や施設の建設など特定の目的のため資金を積
み立てる基金などがあります。
　本市では、墓地公園の整備などの資金に充てるため
の基金を設置しています。
　令和２年度末の基金の現在高は、合計で61億
5,465万円となり、令和元年度末と比べて５億68万
円の増加となりました。

財政調整基金 16億7,319万円
減債基金 28億6,483万円
東海道新幹線（仮称）びわこ
栗東駅建設等整備基金 5,443万円
墓地公園等整備基金 ３億1,721万円
その他特定目的基金 ６億3,363万円
土地開発基金 ６億　136万円
その他定額運用基金 1,000万円

合 計 61億5,465万円

※市民１人当たり87,716円の現在高

●基金の現在高

●市債の現在高

一 般 会 計 390億 482万円
土 地 取 得 特 別 会 計 8億1,900万円
大津湖南都市計画事業栗東新都
心 土 地 区 画 整 理 事 業 特 別 会 計 1億7,324万円

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 9,491万円
水 道 事 業 会 計 34億2,976万円
公 共 下 水 道 事 業 会 計 150億9,953万円

合 計 586億2,126万円

　市債とは、市が道路や施設の整備などを行う場合
に、国や金融機関から借り入れるお金のことです。
　市債には、応急的な財源の確保と、これらの施設
を利用していく「将来の市民の皆さん」にも費用を
負担していただくという世代間の公平性を図るとい
う機能があります。
　令和２年度末の市債の現在高は、合計で586億
2,126万円となり、令和元年度末と比べて、23億
9,136万円の減少となりました。

※市民１人当たり835,465円の現在高

●市の財産
基 金 61億5,465万円
土 地 3,306,207㎡
建 物 227,384㎡

●水道事業会計
収益的 資本的 備考

収入 12億7,757万円 ２億1,714万円
支出 12億1,417万円 ７億6,042万円
差引 6,340万円 ▲5億4,328万円

※ 資本的収入額が資本的支出額に不足する額５億4,328
万円（資本的収支の差引額）は、損益勘定留保資金な
どで補てん

●公共下水道事業会計
収益的 資本的 備考

収入 18億2,823万円 ９億　180万円
※資本的収入のう

ち、過年度の支出
に係る財源充当
額など7,141万円

支出 16億2,129万円 16億5,098万円
差引 ２億　694万円 ▲７億4,918万円

※ 資本的収入額が資本的支出額に不足する額８億2,059万
円（資本的収支の差引額７億4,918万円と資本的収入の
うち、過年度の支出に係る財源充当額など7,141万円）
は、損益勘定留保資金などで補てん

●特別会計
会　計　名 歳　入 歳　出

土 地 取 得 ３億9,091万円 ３億8,784万円
国 民 健 康 保 険 58億1,543万円 52億7,790万円
後期高齢者医療  ６億8,374万円 ６億6,489万円
介 護 保 険 38億3,936万円 37億3,721万円
墓 地 公 園 1,167万円 491万円
大 津 湖 南 都 市 計 画 事 業
栗東新都心土地区画整理事業 7,826万円 7,630万円

農業集落排水事業 4,884万円 4,459万円
合 計 108億6,821万円 101億9,364万円

将来負担比率…110. ３%

　本市の将来負担比率注は令和２年度決算で110.3
％となりました。地方債現在高の減少などにより前
年度から21.1ポイント低下し、一定の改善は見られ
るものの、依然として非常に高い水準です。このこ
とから、今後も市債発行の抑制などにより財政の健
全化に向けた取組みを進めていきます。

■前年度から21. １ポイント低下（改善）

注自治体の財政の健全性を判断する指標の一つで、地
方債現在高のほか一般会計などが将来負担すべき実
質的な負債の規模を表す比率です。詳しくは、市ホ
ームページをご覧ください。
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歳　入 予　算　額 収 入 済 額 収入率 主　　な　　内　　容
市 税 128億2,170万円 86億6,630万円 67.6％ 市民税、固定資産税、市たばこ税
地方譲与税など 26億6,579万円 12億8,564万円 48.2％ 地方譲与税、地方消費税交付金、

地方特例交付金、地方交付税
分担金・負担金 ３億4,596万円 １億1,829万円 34.2％ 検診負担金、学校給食負担金
使用料・手数料 ７億7,902万円 ３億1,56７万円 40.5％ 保育料、市営住宅使用料
国 庫 支 出 金 48億2,586万円 15億  592万円 31.2％ 生活保護費負担金、障がい福祉費負担金、

児童手当・特例給付負担金
県 支 出 金 16億5,466万円 ２億4,098万円 14.6％ 福祉医療費補助金、県税徴収委託金、

児童手当・特例給付負担金
財 産 収 入 な ど ９億 298万円 9,206万円 10.2％ 土地貸付料、新型コロナウイルス感染症等対策寄附金
繰 越 金 １億7,654万円 ４億4,978万円 254.8％ 前年度繰越金
諸 収 入 ６億1,444万円 ８,697万円 14.2％ 福祉医療高額療養費、駐車場使用料
市 債 20億5,755万円 ０万円 ０．０％ 道路整備事業債、中学校大規模改造事業債
合 計 268億4,450万円 127億6,161万円 47.5％

一般会計執行状況

特別会計執行状況

※特別会計…国民健康保険のように相互扶助を目的とした事業や、農業集落排水のように受益の程度に応じた事業は、原則とし
て受益者たちが負担するお金で運営するため、一般会計とは別の「特別会計」になっています。

水道事業・公共下水道事業会計執行状況

※水道事業・公共下水道事業会計…民間企業のようにその事業の収入で支出を賄う独立採算の企業会計です。収益的収支には、料
金収入、物件費や動力費のようにサービスの提供に関する費用、資本的収支には、工事負担金の収入や新しい上下水道管の敷設
に必要な費用などが計上されています。

歳　出 予算額 執行済額 執行率 主　　な　　内　　容
議 会 費 １億 8,422 万円 9,134 万円 49.6% 議員報酬、議会運営費
総 務 費 23 億 8,974 万円 10 億 4,700 万円 43.8% 庁舎維持管理費、地域振興事業費、

交通安全施設整備事業費
民 生 費 101 億 837 万円 39 億 4,396 万円 39.0% 老人福祉事業費、障がい福祉事業費、

保育所運営費
衛 生 費 27 億 1,286 万円 ８億 2,581 万円 30.4% ごみ収集・処理経費、各種健診事業費、

新型コロナウイルスワクチン接種推進事業費
労 働 費 5,646 万円 3,023 万円 53.5% シルバー人材センター補助、勤労者福祉推進経費
農 林 水 産 業 費 ３億 6,965 万円 １億 1,835 万円 32.0% こんぜの里管理運営事業費、土地改良事業費
商 工 費 ５億 5,529 万円 １億 3,631 万円 24.5% 商工会補助、中小企業振興事業費
土 木 費 23 億 2,428 万円 ４億 8,477 万円 20.9% 道路整備事業費、市営住宅管理経費
消 防 費 11 億 1,487 万円 ４億 7,894 万円 43.0% 消防署負担金、消防団活動費、防災活動推進事

業費
教 育 費 35 億 4,500 万円 11 億 9,571 万円 33.7% 幼稚園運営費、小・中学校運営費、

学校給食施設管理運営費
公 債 費 34 億 7,376 万円 15 億 5,194 万円 44.7% 市債償還金
予 備 費 1,000 万円 ０万円 0.0%
合 計 268 億 4,450 万円 99 億 436 万円 36.9%

会　　計　　名 予　　算　　額 収　入　済　額 収入率 支　出　済　額 執行率
土 地 取 得 １億 2,392万円 306 万円 2.5% 6,209 万円 50.1%
国 民 健 康 保 険 53億 5,472万円 25 億 3,069 万円 47.3% 21 億 2,487 万円 39.7%
後 期 高 齢 者 医 療 ６億 7,259万円 ２億 5,909 万円 38.5% ２億 8,739 万円 42.7%
介 護 保 険 40 億   566 万円 16 億 2,657 万円 40.6% 16 億 3,049 万円 40.7%
墓 地 公 園 527 万円 1,176 万円 223.1% 175 万円 33.2%
大 津 湖 南 都 市 計 画 事 業
栗 東 新 都 心 土 地 区 画 整 理 事 業 7,232 万円 197 万円 2.7% 3,301 万円 45.6%
農 業 集 落 排 水 事 業 3,945 万円 496 万円 12.6% 1,223 万円 31.0%
合 計 102 億 7,393 万円 44 億 3,810 万円 43.2% 41 億 5,183 万円 40.4%

水 道 事 業
会 計 予　算　額 収入・執行済額 収 入・

執 行 率
収益的 収入 13 億 1,170 万円 ６億 6,369 万円 50.6%

支出 12 億 9,293 万円 ５億 1,199 万円 39.6%
資本的 収入 3 億 4,984 万円 7,856 万円 22.5%

支出 7 億 2,583 万円 9,912 万円 13.7%

公共下水道
事 業 会 計 予　算　額 収入・執行済額 収 入・

執 行 率
収益的 収入 17 億 7,126 万円 ８億 6,554 万円 48.9%

支出 16 億 3,372 万円 ６億 8,468 万円 41.9%
資本的 収入 ９億 4,853 万円 １億 3,470 万円 14.2%

支出 16 億 7,543 万円 ６億 1,535 万円 36.7%

令和３年度(上半期)
予算執行状況

　令和３年度上半期（４月１日～９月30日）の予算の執行状況
をお知らせします。今後もコロナ禍により影響を受けることが予
想されますが、引き続き健全な財政運営に取り組みます。
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大
宝
小
学
校
で
は
、
保
護
者

や
教
員
、
地
域
が
一
体
と
な
り

取
組
ん
で
い
ま
す
。
図
書
の
読

み
聞
か
せ
や
補
修
、
ベ
ル
マ
ー
ク

や
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
回
収

な
ど
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
ほ
か
、
広
報
活
動
へ
の
積
極

的
な
取
組
み
、
コ
ロ
ナ
禍
で
地

域
や
会
員
か
ら
マ
ス
ク
や
消
毒

用
品
な
ど
の
寄
附
を
募
っ
た
活

動
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

三
雲
東
小
学
校
長
、
栗
東
中
学

校
長
、
県
教
育
委
員
会
人
権
教
育

課
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
、
人

権
・
同
和
教
育
、
教
育
環
境
を
中

心
に
据
え
た
学
校
教
育
づ
く
り
に

尽
力
。
本
市
教
育
長
と
し
て
、
学

校
給
食
共
同
調
理
場
の
新
設
な
ど

教
育
行
政
の
発
展
に
寄
与
。「
名
誉

な
章
を
賜
り
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
支
援
の

お
陰
で
あ
り
、
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
」

森
本 

明
さ
ん

（
安
養
寺
）

瑞
宝
双
光
章

株
式
会
社
近
江
物
産 

代
表
取

締
役
会
長
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
を
展
開
し
、
廃
棄
物

処
理
か
ら
モ
ノ
づ
く
り
企
業
へ
の

変
革
を
推
進
。

「
こ
の
度
の
受
章
は
、
産
業
界・

地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
の
賜
物

と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
さ
ら
な
る
品
質
向
上
に
努

め
、
高
品
位
再
生
プ
ラ
メ
ー
カ
ー

と
し
て
産
業
界
、
社
会
へ
の
貢
献

に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
」

芝
原 

茂
樹
さ
ん

（
小
野
）

旭
日
単
光
章

秋
の
叙
勲
・
褒
章
受
章
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
受
章
者
の
功
績
と
喜
び
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
学

校
の
消
毒
作
業
や
ト
イ
レ
清

掃
活
動
の
ほ
か
、
前
例
に
と

ら
わ
れ
ず
、
子
ど
も
を
支
え

る
組
織
・
活
動
を
目
指
し
た

組
織
改
革
な
ど
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
誌
も
令

和
３
年
度
滋
賀
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
コ
ン

ク
ー
ル
で
優
秀
賞
を
受
賞
。
本

年
度
も
、
生
徒
会
と
協
力
し
て
、
若
い
感
性
の
読
み
や
す
い

広
報
誌
を
制
作
す
る
な
ど
、
新
し
い
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
水
泳
競
技
（
視
覚
障

害
）
男
子

100
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
で
金

メ
ダ
ル
、
男
子

100
ｍ
平
泳
ぎ
で
銀

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
市
民
特
別
栄

誉
賞
、
県
民
栄
誉
賞
を
受
賞
。

「
こ
の
度
、
紫
綬
褒
章
受
章
を

賜
り
ま
し
た
こ
と
は
、
大
変
光
栄

で
あ
り
、こ
れ
ま
で
多
く
の
指
導・

ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
皆
さ
ま
に

対
し
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
」

紫
綬
褒
章

栗
東
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

大
宝
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

木
村 
敬
一
さ
ん

（
綣
）

元
栗
東
市
消
防
団
団
長
。
地
域

防
災
に
つ
い
て
、
男
女
が
共
同
し

て
取
り
組
む
重
要
性
を
訴
え
、
平

成
16
年
10
月
の
女
性
分
団
発
足
に

あ
た
り
、
地
元
消
防
団
員
の
協
力

の
も
と
、
団
員
の
勧
誘
に
尽
力
。

「
名
誉
あ
る
章
を
い
た
だ
き
、

身
に
余
る
光
栄
で
す
。
今
後
は
一

人
で
も
多
く
の
若
い
世
代
が
地
域

防
災
に
関
心
を
持
ち
、
防
火
・
防

災
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

清
水 

達
実
さ
ん

（
蜂
屋
）

瑞
宝
単
光
章

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ全国

協
議
会
会
長
表
彰
を
受
賞

叙
勲
・
褒
章
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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わかめご飯
近江牛の焼き肉
こまつなのおかか和え
地元の産物たっぷりみそ汁
お祝いクレープ
牛乳

　
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
を

受
け
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
、
給
食

を
通
じ
て
元
気
を
届
け
る
取
組
み
と

し
て
、Ｊ
Ｒ
Ａ
（
日
本
中
央
競
馬
会
）

の
寄
附
を
活
用
し
、
子
ど
も
た
ち
の

思
い
出
に
残
る
内
容
で
、
地
元
産
食

材
等
を
活
か
し
た
『
市
制
施
行
20
周

年
記
念
特
別
給
食
』
を
中
学
校
は
11

月
8
日
、
小
学
校
は
11
月
15
日
に
実

施
し
ま
し
た
。

　
地
元
産
食
材
を
生
か
し
た
献
立
と

し
て
、
近
江
牛
の
焼
き
肉
、
地
元
の

産
物
た
っ
ぷ
り
み
そ
汁
、
お
祝
い
ク

レ
ー
プ
な
ど
、
市
制
施
行
20
周
年
を

祝
う
特
別
給
食
は
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
地
産
地
消
を
知
る
き
っ
か

け
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

特 別 給 食市制施行20 周年記念

栗東産
環境こだわりコシヒカリ米、さと
いも、にんにく、もやし、とうふ、
赤こんにゃく (栗東製造 )
滋賀県産
近江牛、こまつな、ねぎ

栗東中学校

• 近江牛を給食で食べることが
できて、嬉しかったです

• 栗東の野菜がたっぷり入った
お味噌汁が美味しかったです

•お祝いクレープを楽しみにし
ていました

• 20 周年記念の特別給食が食べ
られてよかったです

大宝東小学校

• 近江牛は高級な味がしました
• たくさんおかわりをして、お
なかがいっぱいになりました

• おみそ汁のやさいがおいしく
て、いっぱい食べ
ました！

• お祝いクレープが
おいしかったです

子どもたちのコメント

献 立

問学校給食共同調理場　☎ 552-0001 ＦＡＸ 552-8413
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■追加接種 ( ３回目 ) のお知らせ
追加接種（３回目）には優先接種がありませんので、

２回目接種完了からおおむね 8 か月（感染状況により 6
か月に変更することがあります）以上経過した人に順次
接種券を送付します。

なお、65 歳以上の高齢者には集団接種の日時を指定し
て案内します。指定された日時で都合が悪い場合は、案
内に同封の返信用はがきに記載の予備日の中から希望日
を記入の上、ワクチン接種推進室まで返信してください。

■新型コロナワクチン接種状況
1 回目接種率　65 歳以上　　92.3％
　　　　　　　64 歳以下　　82.8％
2 回目接種率　65 歳以上　　91.7％
　　　　　　　64 歳以下　　78.6％

（11 月 10 日時点）

新型コロナワクチン接種のお知らせ

■予約や接種に関する一般的な相談の問合せ
【栗東市新型コロナワクチン接種コールセンター】

☎ 554-6159　受付時間 9:00 ～ 17:00（平日のみ）
☎ 0570-059-550 （ナビダイヤル）
受付時間 9:00 ～ 17:00（土・日・祝も対応）

■副反応などの専門的な相談
【滋賀県新型コロナワクチン専門相談窓口】
毎日 24 時間（土・日・祝も対応）

☎ 528-3588　受付時間９:00 ～ 18:00
☎ 528-3621（上記以外の時間）

問ワクチン接種推進室  　☎ 554-6155 ＦＡＸ 554-6156　　

■アル・プラザ栗東の集団接種
まだ接種が完了されてない人、12歳到達者で接

種を希望の人は事前に予約の上、お越しください。
・12 月の実施日
12 月 18 日㈯ 

※１月以降の日程は市ホームページなどでご確
認ください。

■医療機関での個人接種
うつのみや医院（十里）　
☎ 552-1888
湖南サポートクリニック（安養寺）　
☎ 090-8383-7251

※集団接種会場、医療機関での接種には予約が必要

栗東市新型コロナワクチン接種
予約専用サイト

1・2 回目接種のお知らせ

令
和
４
年　
栗
東
市
成
人
式
の
開
催
の
お
知
ら
せ

今
年
度
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
市
内
の
新

成
人
を
対
象
に
、
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
の
た
め
、
対
象
者
を
２
回
に
分

け
て
式
典
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時

令
和
４
年
１
月
９
日
㈰

【
１
部
】
13
時
～
13
時
25
分

（
受
付
12
時
15
分
～
12
時
50
分
）

【
２
部
】
15
時
～
15
時
25
分

（
受
付
14
時
15
分
～
14
時
50
分
）

■
場
所

栗
東
芸
術
文
化
会
館
さ
き
ら 

大
ホ
ー
ル

■
参
加
対
象
者

平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人

【
１
部
】
栗
東
中
学
校
、
葉
山
中
学
校
区

在
住
者

【
２
部
】
栗
東
西
中
学
校
在
住
者

※
以
前
校
区
内
に
在
住
し
、
現
在
は
他
の

校
区
や
他
市
に
在
住
で
参
加
希
望
の
人

は
、直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い（
事

前
の
連
絡
は
不
要
）

■
案
内

対
象
者
（
12
月
１
日
時
点
で
本
市
の
住

民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
）
に

は
、
案
内
の
は
が
き

を
12
月
上
旬
頃
に
送

付
し
ま
す
。

■
駐
車
場

栗
東
駅
東
口
第
一
駐
車
場
が
利
用
可
能

（
４
時
間
以
内
は
無
料
）

■
注
意
事
項

◦
当
日
、
栗
東
芸
術
文
化
会
館
さ
き
ら
敷

地
内
へ
の
ア
ル
コ
ー
ル
類
の
持
込
み
、

飲
酒
行
為
を
禁
止
し
ま
す

◦
新
成
人
以
外
の
人
（
保
護
者
含
む
）
の

式
典
会
場
へ
の
入
場
は
出
来
ま
せ
ん

■
そ
の
他

◦
手
話
通
訳
や
要
約
筆
記
が
必
要
な
人
は

12
月
８
日
㈬
ま
で
に
左
記
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い

◦
成
人
式
の
参
加
に
あ
た
り
特
別
な
配
慮

が
必
要
な
場
合
は
、
左
記
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い

◦
市
外（
以
前
の
居
住
地
）へ
の
参
加
は
、

対
象
の
市
町
村
へ
事
前
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

※
案
内
状
が
必
要
な
市
町
村
も
あ
り
ま
す

◦
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

問
生
涯
学
習
課 

青
少
年
教
育
係

☎
５
５
１・０
４
9
６

ＦＡＸ
５
５
２・５
５
4
４



り
っ
と
う
つ
な
が
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
日
常
生
活
な

ど
に
困
難
や
不
安
を
抱
え
る
女
性
が
、
社
会

と
の
つ
な
が
り
を
回
復
で
き
る
よ
う
、
相
談

支
援
や
居
場
所
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、各
種
相
談
窓
口
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、

生
理
用
品
の
提
供
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
社
会
福
祉
法
人
栗
東
市
社
会

福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
相
談
支
援

　

場
所
…
栗
東
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

相
談
方
法
…
窓
口
・
電
話
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

　

相
談
日
時
…
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
・

年
末
年
始
除
く
）
９
時
～
17
時

▼
L
I
N
E
相
談
は
こ
ち
ら
か
ら

■
居
場
所
の
提
供

高
齢
者
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
子
ど
も
食
堂

な
ど
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体
に
つ
な

ぎ
、
地
域
の
人
と
交
流
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

■
生
理
用
品
の
提
供
場
所

◦
市
役
所
（
自
治
振
興
課
・
社
会
福
祉
課
・

子
育
て
応
援
課
・
家
庭
児
童
相
談
室
）

◦
栗
東
市
社
会
福
祉
協
議
会

◦
各
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◦
各
市
立
児
童
館

◦
各
市
立
学
童
保
育
所

◦
ひ
だ
ま
り
の
家

◦
や
す
ら
ぎ
の
家

◦
ゆ
う
あ
い
の
家

■
児
童
生
徒
向
け
の
提
供

市
立
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
で
も
保
健
室

を
通
し
て
、
児
童
生
徒
向
け
に
生
理
用
品
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

■
提
供
物

１
人
に
つ
き
、
生
理
用
品
２
パ
ッ
ク
と

各
種
相
談
窓
口
案
内
チ
ラ
シ

※
受
取
時
に
個
人
情
報
な
ど
は
伺
い
ま
せ

ん
。
中
身
が
見
え
な
い
よ
う
に
袋
に
入
れ

て
お
渡
し
し
ま
す

※
在
庫
限
り
と
な
り
ま
す

■
生
理
の
貧
困
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

本
市
で
生
理
の
貧
困
を
背
景
と
し
た
不

安
や
困
り
ご
と
な
ど
を
抱
え
て
い
る
女
性
の

現
状
を
把
握
す
る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
い
ま
す
。皆
さ
ま
の
ご
意
見
な
ど
を
、

今
後
の
施
策
の
参
考
と
す
る
た
め
に
ア
ン
ケ

ー
ト
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
自
治
振
興
課　
男
女
共
同
参
画
推
進
係

☎
５
５
１・０
２
９
0

ＦＡＸ
５
５
１・０
４
３
２

問
栗
東
市
社
会
福
祉
協
議
会 

地
域
福
祉
課

☎
５
５
４・６
１
0
５

ＦＡＸ
５
５
４・６
１
0
６

▼
下
記
か
ら
回
答

で
き
ま
す

令
和
4
年
４
月
か
ら
勤
務
し
て
い
た
だ

く
、
市
立
保
育
園
・
幼
稚
園
の
会
計
年
度

任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
職
種

◦
保
育
園
…
月
額
保
育
士
（
ク
ラ
ス
担

任
）、
月
額
保
育
士
、
時
間
給
保
育
士
、

早
朝
・
薄
暮
保
育
士
、
看
護
師
、
調

理
師
、
調
理
補
助
員
、
業
務
補
助
員
、

事
務
補
助
員

◦
幼
稚
園
…
月
額
幼
稚
園
教
諭
（
ク
ラ
ス

担
任
）、
月
額
幼
稚
園
教
諭
、
時
間
給
幼

稚
園
教
諭
、
看
護
師
、
業
務
補
助
員
、

給
食
配
膳
員
、
事
務
補
助
員

※
な
お
、
職
種
に
よ
っ
て
は
今
回
募
集
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

■
日
程

応
募
締
切
…
令
和
４
年
１
月
７
日
㈮

（
受
付
時
間 

平
日 

８
時
30
分
～
17
時
）

試
験
日
…
令
和
４
年
１
月
23
日
㈰

試
験
方
法
…
面
接
（
予
定
）

※
応
募
方
法
・
職
務
内
容
・
勤
務
条
件
な

ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い

た
だ
く
か
下
記
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

保
育
士
資
格
が
あ
り
現
在
保
育
の
仕
事

に
就
い
て
い
な
い
人
、
就
職
を
迷
っ
て
い

る
人
や
少
し
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る
人
、
保
育

園
現
場
に
関
心
の
あ
る
人
の
就
職
へ
の
一

歩
を
支
援
し
ま
す
。
初
め
て
保
育
の
現
場

に
出
ら
れ
る
人
も
大
歓
迎
で
す
。

　
日
時
…
令
和
４
年
１
月
20
日
㈭　

　
　
９
時
30
分
～
15
時

　
場
所
…
栗
東
市
役
所
内
会
議
室

　
参
加
費
…
無
料

　
定
員
…
10
人
（
申
込
先
着
順
）

　
申
込
期
間
…
12
月
１
日
㈬
～
令
和
４
年

１
月
７
日
㈮

　
託
児
…
あ
り　
一
人
遊
び
が
で
き
る
子

ど
も
か
ら
（
申
込
時
に
受
付
）

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
幼
児
課

☎
５
５
１・０
４
２
４

ＦＡＸ
５
５
１・０
１
４
９

令和 4 年度　市立保育園・幼稚園の会計年度任用職員募集

栗
東
市
保
育
士
就
職
支
援
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
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「本人通知制度」に登録しませんか？
Ｑ
ど
の
よ
う
な
制
度
？

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
抄
本
な
ど
の

証
明
書
を
本
人
の
代
理
人
や
第
三
者
（
国

ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
を
除
く
）

に
交
付
し
た
場
合
に
、
事
前
登
録
を
し
た

人
に
対
し
て
、
証
明
書
を
交
付
し
た
事
実

を
郵
送
に
よ
り
お
知
ら
せ
す
る
制
度
で
す
。

Ｑ
制
度
の
目
的
は
？

　
本
人
に
通
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民

票
の
写
し
な
ど
の
不
正
請
求
の
防
止
・
抑

止
に
加
え
て
、
個
人
情
報
の
漏
え
い
を
防

ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

Ｑ
対
象
と
な
る
証
明
書
は
？

◦
住
民
票
の
写
し
（
住
民
票
の
除
票
の

写
し
を
含
む
）、
住
民
票
記
載
事
項

証
明
書

◦
戸
籍
謄
抄
本
な
ど
（
除
籍
謄
抄
本
、

改
製
原
戸
籍
謄
抄
本
を
含
む
）

◦
戸
籍
の
附
票
の
写
し
（
除
附
票
の
写

し
を
含
む
）

※
コ
ン
ビ
ニ
交
付
な
ど
に
よ
る
発
行
は
、

対
象
外

Ｑ
登
録
方
法
や
手
数
料
は
？

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
窓
口
に
備

付
の
「
栗
東
市
本
人
通
知
制
度
登
録
申

込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
本
人
確

認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
な
ど
）
と
併
せ
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
代
理
人
が
登
録
す
る
場
合
は
委
任

状
と
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で

す
。
登
録
手
数
料
は
無
料
で
す
。

対
象
…
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
戸

籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
（
除
か
れ
た

人
を
含
む
）

※
こ
の
制
度
は
、
代
理
人
や
第
三
者
に
よ

る
取
得
を
出
来
な
く
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん

問
総
合
窓
口
課　
総
合
窓
口
係

☎
５
５
１・０
１
１
0

ＦＡＸ
５
５
３・０
２
５
０

代理人や第三者に証明書を交付した場合、お知らせする制度です

　
コ
ミ
セ
ン
葉
山
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

本
市
に
住
民
登
録
が
あ
れ
ば
、
ど
な

た
で
も
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

書
留
郵
便
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
、

１
か
月
程
度
で
、
自
宅
に
届
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

日
時
…
12
月
21
日
㈫　
10
時
～
12
時　
　

場
所
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
葉
山

定
員
…
40
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法
…
①
氏
名
②
生
年
月
日

　
③
住
所
④
連
絡
先
を
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
メ
ー
ル
で
下
記
問
合
せ
先
へ

申
込
期
限
…
12
月
15
日
㈬

持
ち
物
…
顔
写
真
付
き
本
人
確
認
書
類

１
点
（
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
）

　
通
知
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
人
の
み
）

　
申
請
書
（
申
込
後
に
郵
送
し
ま
す
。

記
入
の
上
、当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

※
顔
写
真
付
き
本
人
確
認
書
類
を
お
持

　
ち
で
な
い
場
合
は
２
点
必
要

　
（
保
険
証
や
預
金
通
帳
な
ど
）

※
本
人
確
認
書
類
が
不
足
し
て
い
る
場

合
は
後
日
市
役
所
で
の
受
取
り
と
な

り
ま
す

　　

平
日
は
、
市
役
所

で
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
申
請
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　

　　

コミセン葉山でマイナンバーカードの申請ができます！

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

日
時
…
12
月
26
日
㈰

８
時
30
分
～
15
時

場
所
…
市
役
所
１
階　
総
合
窓
口
課

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
申
請
か

ら
交
付
ま
で
１
か
月
程
度
か
か
り
ま

す
。
カ
ー
ド
の
準
備
が
で
き
次
第
「
交

付
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
本

人
が
受
け
取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
当
日
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電

子
証
明
書
の
更
新
も
で
き
ま
す
。
更

新
手
続
き
の
際
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
（
数
字
４
桁
）

と
署
名
用
電
子
証
明
書
の
暗
証
番
号

（
６
～
16
桁
の
英
数
字
）
を
確
認
し
ま

す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
有
効

期
限
通
知
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

◦
住
民
票
等
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
戸

籍
証
明
等
を
窓
口
で
取
得
で
き
ま

す
。
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い

■
平
日
延
長
窓
口

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
開
庁

日
と
同
様
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

日
時
…
12
月
８
日
㈬

17
時
15
分
～
19
時

問
総
合
窓
口
課

☎
５
５
１・０
３
１
７

ＦＡＸ
５
５
３・０
２
５
０

メsogom
adoguchi@

city.
ritto.lg.jp



問
交
通
政
策
課 

交
通
政
策
係

☎
５
５
１・０
２
９
1

ＦＡＸ
５
５
２・７
０
０
０

　
「
栗
東
交
通
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」

は
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
活
動

し
て
い
る
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

で
す
。
現
在
24
人
の
隊
員
が
在
籍
し
て

お
り
、
昭
和
55
年
の
発
足
以
来
、
市
内

の
幼
稚
園
・
保
育
園
で
の
大
型
紙
芝
居

を
使
っ
た
交
通
安
全
教
室
の
開
催
や
、

栗
東
駅
な
ど
で
の
交
通
安
全
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
規
隊
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
交
通
安
全
啓
発
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る
人
は
左
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

栗
東
交
通
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊 

交
通
安
全
啓
発
活
動
中
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障
が
い
者
週
間
と
は
？

国
民
の
間
に
広
く
障
が
い
者
の
福
祉

に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
障
が
い
者
が
、
社
会
、

経
済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野

の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
障

害
者
基
本
法
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
基
本
法
（
昭
和
45
年
法
律

第
84
号
）
で
は
、基
本
的
理
念
と
し
て
、

す
べ
て
の
障
害
の
あ
る
人
に
対
し
、

「
個
人
の
尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら
れ
、
そ
の

尊
厳
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
を
保
障
さ

れ
る
権
利
を
有
す
る
」
こ
と
、「
社
会

を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
社
会
、
経

済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

活
動
に
参
加
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ

る
」
こ
と
を
宣
言
す
る
と
と
も
に
、「
何

人
も
、
障
害
者
に
対
し
て
、
障
害
を

理
由
と
し
て
、
差
別
す
る
こ
と
そ
の

他
の
権
利
利
益
を
侵
害
す
る
行
為
を

し
て
は
な
ら
な
い
」
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
ま
す
。

経
緯平

成
16
年
６
月
に
障
害
者
基
本
法

が
改
正
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
12
月
９
日
を

「
障
害
者
の
日
」
と
定
め
て
い
た
規
定

か
ら
、
12
月
３
日
か
ら
12
月
９
日
ま
で

を
「
障
害
者
週
間
」
と
定
め
る
規
定
へ

と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

市
の
取
組
み

手
話
の
啓
発
・
普
及
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
支
援
の
充
実

　
市
で
は
、
令
和
2
年
度
に
「
栗
東
市
手

話
言
語
条
例
」
と
「
栗
東
市
市
民
を
つ
な

ぐ
情
報
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
条
例
」

を
施
行
し
、
こ
の
２
つ
の
条
例
に
基
づ
く

施
策
を
進
め
て
い
く
中
で
、
手
話
が
言
語

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
ろ
う
者
へ
の
理

解
を
広
げ
る
こ
と
、
ま
た
、
一
人
ひ
と
り

の
特
性
に
応
じ
た
手
段
に
よ
り
情
報
を

取
得
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を

利
用
し
や
す
い
環
境
の
整
備
を
す
る
こ

と
で
、
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
す

べ
て
の
市
民
が
共
生
し
て
い
く
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

▼
条
例
の
内
容
、

　
啓
発
動
画
は
こ
ち
ら

障
が
い
へ
の
理
解
と
促
進
の
実
現
を

目
指
し
て

令
和
２
年
度
の
障
が
い
の
あ
る
人

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、「
障

が
い
を
理
由
に
差
別
や
偏
見
、
嫌
が
ら

せ
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
」
と
回
答
し

た
人
が
全
体
の
17
・
9
％
と
い
う
結
果

に
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
障
が
い
児
・
者
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
な

ど
、
市
民
と
障
が
い
の
あ
る
人
と
の
交

流
の
中
で
、
障
が
い
や
障
が
い
の
あ
る

人
へ
の
理
解
を
深
め
、
差
別
や
偏
見
を

無
く
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
障
が
い
者
週
間
の
期
間
に
あ

わ
せ
て
、市
役
所
１
階
玄
関
ロ
ビ
ー
に
、

市
内
の
小
・
中
学
生
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
、
市
内
の
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
や
障
が
い
者
団
体
の
活
動
を

紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

問
障
が
い
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係　
　

☎
５
５
１・０
１
１
３　
　

FAX
５
５
３・３
６
７
８　
　
　

12 月 3 日（金）から 9 日（木）は「障がい者週間」です
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よりよく生活するための
12 か条 44

問学校教育課 ☎ 551-0130 ＦＡＸ 551-0149

　「挨拶をとおして、人とのつながりを大切にし
たい」…スマイル委員会のアイディアで「挨拶し
たよ」サイン集めを全校でしました。
　この取組みにより、普段の朝の挨拶が笑顔で大
きな声になっていきました。大きな声でしっかり
と相手を見て元気よく挨拶できることが理想です
が、たとえ小さな声であっても笑顔で心を込めて
気持ちを伝えることが大切です。

数日後、スクールガードさんが、「下校中に、
『ただいま！いつも見守ってくれてありがとう』
と子どもから感謝の気持ちを伝えてくれて元気を
もらいました」と目を細めておっしゃいました。
　自分の言葉で感謝
の気持ちを込めて笑
顔でしっかり挨拶で
きる子どもが、これ
からもどんどん増え
ていくことを願って
います。

「スマイルウィーク」の取組みから
大宝西小学校

消
費
者
庁
の
発
表
に
よ
る
と
、
食
品
で

窒
息
し
た
こ
と
に
よ
る
死
亡
者
の
う
ち
9

割
が
5
歳
以
下
で
す
。
乳
幼
児
の
咀
嚼
機

能
は
、
ま
だ
ま
だ
発
育
の
途
中
で
す
。
大

人
が
普
段
食
べ
て
い
る
も
の
で
も
、
乳
幼

児
に
は
ま
だ
早
い
、
危
険
な
食
品
は
あ
り

ま
す
。
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
、
事
故

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
気
を
付
け
た
い
ポ
イ
ン
ト
】

①
豆
や
ナ
ッ
ツ
類
な
ど
、
硬
く
て
か
み
砕

く
必
要
の
あ
る
食
品
は
、
５
歳
以
下
の

子
ど
も
に
は
食
べ
さ
せ
な
い

　

窒
息
し
や
す
く
危
険
で
す
。
小
さ

く
砕
い
て
も
、
気
管
に
入
っ
て
肺
炎

な
ど
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

節
分
の
豆
ま
き
は
、
個
包
装
さ
れ

た
も
の
を
使
う
な
ど
、
子
ど
も
が
拾

っ
て
口
に
入
れ
な
い
よ
う
工
夫
し
て 

行
い
ま
し
ょ
う
。

②
ミ
ニ
ト
マ
ト
や
ブ
ド
ウ
な
ど
の
球
状
の

食
品
は
、
丸
ご
と
食
べ
さ
せ
な
い

乳
幼
児
に
は
、
4
等
分
す
る
、
調
理

し
て
軟
ら
か
く
す
る
、
よ
く
噛
む
よ

う
に
声
を
か
け
る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

大
き
さ
の
目
安
と
し
て
、
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
を
通
る
大
き
さ
の

も
の
な
ら
、
飲
み
込
ん
で
し
ま
い
、 

窒
息
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
食
べ
る
と
き
は
姿
勢
を
良
く
し
、
食
べ

る
こ
と
に
集
中
さ
せ
る

　

物
を
口
に
入
れ
た
ま
ま
、
走
っ
た

り
、
笑
っ
た
り
、
泣
い
た
り
、
声
を
出

し
た
り
す
る
と
、
誤
っ
て
吸
い
込
み
、 

窒
息
や
誤
嚥
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

【
も
し
も
の
時
は
】

窒
息
が
疑
わ
れ
る
時
は
、
背
部
叩
打
、

胸
部
突
き
上
げ
（
乳
児
の
場
合
）、
腹
部
突

き
上
げ
（
1
歳
以
上
の
場
合
）
に
よ
る
応

急
手
当
と
、
１
１
９
番
通
報
を
行
い
ま
す
。

応
急
手
当
の
方
法
は
母
子
手
帳
に
も
載
っ

て
い
ま
す
。
万
が
一
に
備
え
て
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

子育て情報

子どもの窒息・
誤嚥事故に注意！

問健康増進課 母子保健係
☎ 554-6100 ＦＡＸ 554-6101

　　草津警察署安全伝言板

■年末年始の交通事故防止
　12 月は日の入りが早く、薄暮時間帯（日没時
刻の前後１時間）から夜間にかけての交通事故が
増加します。 
◎車で走行するときは 
・早めにヘッドライトをつけましょう 
・ 携帯電話やカーナビの確認、エアコンの操作は、
　車を安全な場所に停めて行いましょう 
・車間距離をあけ、速度を守り、周囲の安全確認
　を行いましょう 
・定期的に車内を換気し、休息をとりながら運転
　しましょう 
◎歩行者、自転車の注意点 
・夕方夜間の外出時には明るい色の服装に、反射
　材の着用をお願いします。
問草津警察署 ☎ 563-0110 ＦＡＸ 563-0116

公式YouTube「りっとうチャンネル」
◦栗東かわら版
◦広報番組「うますぎる栗東」
◦くりちゃんによる市内施設紹介、お知らせなど

市内の情報を配信中！
りっとうチャンネル 検索
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差し出した　その手で救える　人がいる
～2020年度 21世紀スローガンコンテスト 努力賞作品～

栗
東
の
金
属
加
工
先
進
地
　
辻
遺
跡

▲令和３年の調査で鉄滓が見つかった竪穴建物（写真）

　

江
戸
時
代
の
頃
、
現
在
の
栗
東
市

辻
に
当
た
る
地
域
に
集
住
し
て
い
た

「
辻
の
鋳い

も

じ
物
師
」
は
鍋
・
釜
な
ど
の

鋳
造
を
主
に
生
業
と
す
る
職
人
達
で

し
た
。
江
戸
時
代
中
期
の
百
科
事
典

「
和わ

か
ん
さ
ん
さ
い
ず
え

漢
三
才
図
会
」
に
も
「
鍋
釜
の

冶や
こ
う工

は
、
河か

し
ゅ
う
あ
び
こ
む
ら

州
我
孫
子
村
よ
り
始
ま

る
、
江ご

う
し
ゅ
う州

の
辻
村
こ
れ
に
次
ぐ
」
と
記

さ
れ
る
ほ
ど
有
名
で
、
当
時
の
日
本
を

代
表
す
る
鋳
物
師
で
し
た
。

　

近
年
の
発
掘
調
査
成
果
に
よ
っ
て
、

辻
の
鋳
造
関
連
の
歴
史
は
江
戸
時
代
以

前
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。

平
成
30
年
に
行
わ
れ
た
滋
賀
県
文

化
財
保
護
協
会
の
調
査
で
見
つ
か
っ

た
、
古
墳
時
代
前
期
か
ら
中
期
頃
（
約

１
７
０
０
～
１
６
０
０
年
前
）
の
竪
穴

建
物
か
ら
、
ガ
ラ
ス
小
玉
用
の
鋳
型
が

見
つ
か
り
ま
し
た
。
県
内
初
の
ガ
ラ
ス

小
玉
用
鋳
型
の
発
見
に
よ
っ
て
、
辻
遺

跡
で
は
、
不
用
に
な
っ
た
ガ
ラ
ス
を
鋳

造
し
、
ガ
ラ
ス
小
玉
と
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
古
代
の
辻
は
、
鋳
造
の
他
に

鍛た
ん
ぞ
う造

が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
同
じ
く
平
成
30
年
の
県
の

調
査
で
は
、
建
物
の
中
か
ら
鉄
を
溶
か

し
た
際
に
出
て
来
る
鉱
石
の
溶
け
滓か
す

鉄て
っ
さ
い滓
、
ふ
い
ご
の
羽は

ぐ
ち口
、
砥と

い
し石
、
叩
い

て
鉄
を
伸
ば
す
作
業
で
あ
る
鍛
造
の
最

中
に
飛
び
散
っ
た
細
か
い
鉄
の
破
片
が

出
土
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
に
栗
東
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

が
行
っ
た
辻
遺
跡
の
調
査
で
は
、
古
墳

時
代
後
期
（
約
１
５
０
０
年
前
）
に
、

近
接
し
た
場
所
で
何
度
も
建
て
直
さ
れ

た
と
み
ら
れ
る
竪
穴
建
物
が
７
棟
見
つ

か
り
、
そ
の
中
か
ら
同
じ
く
鉄
滓
、
砥

石
が
出
土
し
て
い
ま
す
。（
写
真
）

古
墳
時
代
の
集
落
で
こ
の
よ
う
に

鍛か

じ冶
の
際
に
生
じ
る
鉄
滓
や
鍛
冶
関
連

の
遺
物
が
出
て
来
る
こ
と
は
稀
で
す
。

鉄
は
貴
重
か
つ
リ
サ
イ
ク
ル
出
来
る
材

料
で
す
の
で
、
壊
れ
て
し
ま
っ
た
鉄
道

具
は
再
度
溶
か
し
て
別
の
道
具
に
再
利

用
し
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
炉
と
、

炉
内
を
高
温
に
で
き
る
設
備
を
用
意
す

る
こ
と
、
鍛
造
に
関
す
る
知
識
や
技
術

も
必
要
と
な
り
、
か
な
り
の
手
間
と
技

術
を
必
要
と
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
古
代
も
今
と
同
じ
く
、

専
門
家
で
し
か
上
手
に
金
属
を
扱
う
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
辻
遺
跡

で
は
高
い
頻
度
で
こ
れ
ら
の
遺
構
や
遺

物
が
見
つ
か
る
こ
と
か
ら
、
辻
に
は
鍛

冶
を
す
る
た
め
の
技
術
を
持
っ
た
集
団

が
住
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

辻
遺
跡
周
辺
で
は
、
古
代
か
ら
江
戸

時
代
に
か
け
て
連
綿
と
金
属
加
工
に
関

わ
る
集
団
が
活
躍
し
て
い
た
、
と
い
う

の
は
非
常
に
興
味
深
い
内
容
で
す
。
鋳

造
や
鍛
造
に
は
技
術
の
ほ
か
に
、
多
く

の
燃
料
や
、
綺
麗
な
水
が
必
要
で
す
か

ら
、
野
洲
川
流
域
で
あ
る
辻
は
、
綺
麗

な
水
や
上
流
か
ら
の
木
材
の
供
給
が
受

け
や
す
い
便
利
な
土
地
で
あ
っ
た
よ
う

で
す
。

現
在
、
栗
東
市
辻
で
は
鍛
冶
は
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
辻
の
鋳
物
師
達
は

全
国
に
出
店
を
持
ち
、
そ
こ
で
製
品
を

作
り
、
定
住
し
た
人
も
多
か
っ
た
そ
う

で
す
。
彼
ら
が
残
し
た
技
術
や
、
作
製

し
た
名
品
の
数
々
は
、
今
も
全
国
に
残

っ
て
い
ま
す
。 問

出
土
文
化
財
セ
ン
タ
ー

☎
５
５
３
・
３
３
５
９ 

ＦＡＸ
５
５
３
・
３
５
１
４
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気づいてる？　いじめは心　きずつける
～令和元年度人権啓発作品 標語の部 佳作作品～

広報大使 近藤 寛子さん

今年は東京オリンピック・パラリンピックがコロナ
禍でも無事に開催され、とりわけパラアスリートたち
の多種多様な競技は驚きと感動をもたらしました。

それぞれの障がいに向き合い、できることをできる
形で闘う姿に、不可能などなく、「失ったものを数え
るより、今あるものを最大限に活かす」というパラリ
ンピックの精神は、日本中の人々に学びを与えてくれ
たのではないでしょうか。

東京パラリンピックへの出場はなりませんでした
が、聖火ランナーとして、自らの心の灯火をともし、

問秘書広報課 広報・広聴係 
☎ 551-0641 ＦＡＸ 553-1280

いざ、パリへ！ という気持ちで走りました。
そのパリまではわずか3年で、もうそこまで来
ています。

コロナが終息し、たくさんの生の声援の中で、
パリの華やかな街並みを、年齢など言い訳にせ
ず、しなやかに走る自分の姿をイメージしなが
らトレーニングに励みたいと思います。

ぜひ私をパリへ送り出してください。そのた
めに、皆さまのご支援をよろしくお願いします。

コロナ禍であったこの１年、いろいろなこと
がありました。街中で走っている時に、声援をい
ただいたことは、大きな励みになりました。前を
向いて走り続ければ、必ず輝かしいゴールがある
から、今後も絶対にあきらめません。

皆さまにとっても、来たる新しい年が笑顔の
一年になりますように、心よりお祈り申し上げ
ます！応援してくださった皆様、本当にありが
とうございました！ enjoy ！！
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観光ガイドマップ「ぶらり栗東」
皆さんは栗東のおすすめしたい場所をどれくらい挙

げられますか？
観光ガイドマップ「ぶらり栗東」は、お出かけの際

にも持ち歩きやすいサイズで、市内全域を網羅した内
容となっています。表面には市内全域の地図を、裏面
には魅力あふれる本市の文化、自然、食について掲載
しており、さまざまなジャンルのおすすめスポットが
一目でわかります。

また、リフレッシュに最適な山間部の豊かな自然や、
いにしえを偲ぶさまざまな文化財や歴史スポットを発
見できます。また、まちそのものが都市的要素も兼ね
備えた地域であることが見えてきます。さらに、まち
の特色を反映した「ええもん・うまいもん」の数 （々特
産品）も紹介しています。

本市は、民間事業者などと協働で市の魅力発信や
効果的な市民サービスに関して包括的に連携するた
めの協定を締結しています。この取組みの一環とし

て、「ぶらり栗東」は、市
内の郵便局に設置してい
るほか、11 月からは市内
のセブン - イレブン全店
にも設置箇所を拡大して
います。

このマップは自由にお
持ち帰りいただけますの
で、ぜひ気軽に手に取っ
てご覧ください。

デジタル版の「ぶらり
栗東」は、市ホームページ
からもご覧いただけます。

問商工観光労政課 観光振興係
☎ 551-0236
ＦＡＸ 551-0148

美味い！みごとな料理
上手い！たくみな技術
旨い！！くらしの知恵
馬！！！栗東といえば
など、まちの「うますぎ！」を紹介します。



フォトニュース

11 月 13 日（ホテルボストンプラザ草津）
市制施行 20 周年を記念して、栗東市公式フェ

イスブック「うますぎる栗東」の市民記者「ミツ
ケーター」の３期生を募集。８人の応募があり、
第１回の講座を開催しました。

ゲストは栗東市在住のシェフ角垣賢さん。
シェフが得意とする西洋料理を前に、素材への

こだわりや調理方法の説明を
受け、いざ取材・撮影。

２期生までの講座と形を変
え、文章や写真のコツを先輩ミ
ツケーターや３期生同士で学び
あう実践形式。

シェフの簡単レシピの調理実
演の見学をはさみ、取材メモか

ら記事にまとめ、模擬投稿をしました。
参加者同士で文章・写真の投稿イメージを見

て気づきや発見もあったようです。
目線を変えて魅力探しをしてみたい、との声

も聞かれました。来年２月頃からの３期生の投
稿をお楽しみに。

ミツケーター３期生 入塾

11 月３日～７日（栗東芸術文化会館さきら）
栗東市美術展に、平面、立体、工芸、書、写
真の５部門 216 点の作品が並びました。
個性豊かな作品を前に、作家の世界観に引き
込まれるようにゆっくりと鑑賞する姿が見られ
ました。
45回の歴史を重ねるこの美術展は、出品者同
士の交流の場にもなっています。

11 月３日（野洲川運動公園 陸上競技場）
第45回陸上カーニバルが栗東市野洲川運動公
園陸上競技場で開催。
秋晴れの絶好のコンディションのなか、395人
の参加者たちは、トラックやフィールドで自己ベ
ストの更新に挑み、３種目で大会新記録を更新。
小学生からマスターズ世代までの幅広い競技者
たちが、汗を流しました。

県内からアートが集結

三上山を背景に走って跳んで
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栗東市の出来事をお伝えします！

くりちゃんとぽすくまがコラボ
11 月１日（市内郵便局）

くりちゃんが、ぽすくま（郵便局公式キャラク
ター）と、栗東市市制施行 20 周年、郵政創業 150
周年を記念したイベントに参加。ＳＮＳにはない、
手紙で伝えることの魅力を市内５か所の郵便局で
発信しました。

くりちゃんも、皆さんからの年賀状を、楽しみ
にしています。

10 月 28 日（十里体育館）
一緒にゴールを目指したり、からだを動かした

り、市内未就園児とその保護者 30 組がふれあい
遊びを楽しみました。

広い体育館に初めは戸惑う子どもたちでした
が、のびのびとダンスをしたり、ご褒美のメダル
をもらって満面の笑みを浮かべる姿に、会場にも
笑顔があふれました。

元気いっぱい、ふれあい遊び

10 月 27 日（大宝西学区各所）
大宝西ふれあい解放文化祭を例年通りに開催でき
ない中、参加者が、人権への思いを込めたメッセー
ジカードを風船に付けて飛ばしました。
部落差別をはじめとするさまざまな人権問題につ
いて振り返り、人と人との繋がりの大切さを、風船
に乗せて伝えます。
風船を拾った人から、今年も返事が届いています。

10 月 24 日（コミュニティセンター治田東）
身近な具体例から学ぶ講義と、2030SDGsカー
ドゲームで、身の回りのことから考えました。
講師に藤田アニコーさん（循環型社会創造研究所
えこら代表）を迎えた、治田東学区地域振興協議会
の環境講座。自分の行動が、どのような結果を世界
に及ぼすのか、少し考えて行動することが大切とい
うことを、学びました。

思いを乗せた風船、大空へ

SDGs を身近なことから

15 広報りっとう　2021.12. １　No.995



栗東市公式 SNSからも
　　最新情報を
　　　　発信しています！

広
告
欄

広告欄 siren.ocn.ne.jp

お歳暮ギフトに最適！

Youtube Facebook

◦人口 70,343人（+31）
◦男 　34,992人
◦女 　35,351人 
◦世帯 29,080世帯（＋12）
※（　）前月比

（
11
月
１
日
現
在
）　

人
口
デ
ー
タ

■
今
後
の
目
標
は
？

京
都
・
滋
賀
で
の
修
行
時
代
か
ら
、

今
日
に
至
る
ま
で
、
調
理
技
能
の
習
得

研
鑽
に
一
切
の
妥
協
を
せ
ず
に
、
努
力

し
て
き
ま
し
た
。
長
年
の
研
鑽
の
中
で

学
ん
だ
伝
統
的
な
手
法
を
守
り
つ
つ

も
、
時
代
の
変
化
を
と
ら
え
、
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
た
料
理
を
提
供
し
て
い
き

た
い
で
す
。
日
本
料
理
を
基
本
に
、「
現

代
の
名
工
」
の
名
に
恥
じ
な
い
よ
う
に

さ
ら
な
る
進
化
を
目
指
し
、
今
後
も
今

ま
で
と
同
様
に
、
一
皿
一
皿
心
を
込
め

て
、
感
動
の
あ
る
料
理
を
作
り
続
け
、

精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
日
本
料
理
へ
の
こ
だ
わ
り
は
？

日
本
料
理
は
、椀
と
刺
身
が
基
本
で
、

茶
事
に
な
ら
っ
た
「
椀
、
向
、
八
寸
」

に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
一
枚
の
皿
の

中
に
季
節
を
表
現
す
る
八
寸
は
、
料
理

人
の
力
量
が
問
わ
れ
、「
切
る
、味
付
け
、

盛
る
」
の
す
べ
て
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
調
理
す
る
上
で
大
切
な
事

は
「
五
味
、
五
色
、
五
法
」
で
す
。
甘

味
、酸
味
、塩
味
、苦
味
、旨
味
の
五
味
。

焼
く
、
揚
げ
る
、
蒸
す
、
煮
る
、
生
を

活
か
し
た
五
法
。
赤
、
緑
（
青
）、
黄
、

白
、
黒
の
五
色
。
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ

せ
た
上
で
、季
節
感
や
食
材
の
調
理
法
、

器
や
盛
り
付
け
な
ど
、
視
覚
的
に
楽
し

め
る
よ
う
に
献
立
を
考
え
て
い
ま
す
。

料
理
人
は
、
ど
れ
だ
け
お
客
さ
ま
の

思
い
を
読
ん
で
創
り
上
げ
る
こ
と
が
出

来
る
か
が
大
切
で
あ
り
、
心
遣
い
や
お

も
て
な
し
の
心
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

京都・滋賀の料亭で修業を積み、大阪の老
舗料亭で20年間総料理長として活躍。1997
年に瀬田川沿いにある「椀向八寸 行楽庵」
を開業し独立。古式四条流包丁道師範の資
格を有し、滋賀県調理短期大学校指導員と
して講師を務めた経験もあり、現在は自店
で後進の料理人の育成にも取り組む。令和
３年度 卓越した技能者「現代の名工」、滋賀
県技能者表彰「おうみの名工」を受賞。

増田 廣行さん（霊仙寺・73 歳）

今
年
度
の
「
現
代
の
名
工
」
に
、
滋

賀
県
か
ら
４
人
が
選
ば
れ
、
日
本
料
理

調
理
人
の
増
田
廣
行
さ
ん
が
受
賞
。「
現

代
の
名
工
」
は
、
特
に
優
れ
た
技
能
を

持
つ
技
術
者
や
職
人
を
厚
生
労
働
大
臣

が
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
穏
や
か
な
口

調
の
先
に
、
日
本
料
理
調
理
人
と
し
て

の
威
厳
と
、
芯
の
強
さ
を
感
じ
さ
せ
る

和
の
職
人
・
増
田
さ
ん
。
日
本
料
理
の

真
髄
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

■
日
本
料
理
の
世
界
に
入
っ
た
き
っ
か

け
は
？

京
都
の
料
亭
で
日
本
料
理
の
「
五

味
、
五
色
、
五
法
」
が
巧
み
に
演
出
さ

れ
た
料
理
と
出
会
い
、
そ
の
美
し
さ

に
、
魅
了
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

一
生
を
か
け
て
も
や
り
遂
げ
た
い
仕

事
だ
と
思
い
、
日
本
料
理
の
道
を
歩
み

始
め
ま
し
た
。

▲雪吊りに見立て、冬景色を表現した八寸。
増田さんの料理は、一皿一皿が細やかな心
遣いに溢れている

▲巧みな包丁さばきで薄く身
を引く芸術的ともいえるハ
モのお造り

卓越した技と豊かな感性で「現代の名工」 に輝く　★輝く栗東人

■
発

行
 / 栗

東
市

役
所

■
URL / http://w

w
w
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.jp/

〒
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